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杉
山
◇
福
生
市
の
防
災
対
策
の
拡

充
・
強
化
に
つ
い
て
は
、
機
会
あ

る
度
に
質
問
し
て
き
た
。
平
成
二

十
年
十
二
月
議
会
に
お
い
て
、
当

時
の
防
災
行
政
無
線
の
難
聴
地 

市
議
会
議
員
活
動
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
議
会
で

は
、
横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
、
常
任
委
員
会
の
総

務
文
教
委
員
と
し
て
、
円
滑
な
委
員
会
運
営
を
司
り
、
真
剣
な

議
論
と
議
案
審
査
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
多
摩
衛
生
組

合
議
長
と
し
て
近
隣
市
町
村
と
の
円
滑
な
事
業
協
力
の
維
持
に

も
努
め
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
三
年
十
二
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
防
災
行

政
無
線
「
防
災
福
生
」
の
難
聴
地
域
の
解
消
を
主
に
取
り
上
げ

杉
山
ゆ
き
お
後
援
会
の
皆
様
、
支

持
者
の
皆
様
。
日
頃
よ
り
、
私
、
杉

山
ゆ
き
お
の
議
員
活
動
に
一
方
な
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

現
在
、
私
は
皆
様
方
の
力
強
い
ご

支
援
を
糧
と
し
て
、
二
期
目
の
福
生  

 

杉
山
議
員
の
公
約
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
施
策
・
雨
水
対
策
の
強

化
」
の
一
つ
が
実
現
し
ま
し
た
。
熊
川
地

区
の
７
９
０
番
地
付
近
と
８
８
８
番
地
付

近
の
二
ヶ
所
で
は
、
雨
が
降
る
た
び
に
道

路
が
浸
水
、
水
没
し
て
い
ま
し
た
。
杉
山

議
員
は
近
隣
住
民
の
要
望
を
聞
き
、
こ
の

地
域
の
雨
水
対
策
を
市
に
働
き
か
け
て
き

ま
し
た
が
、
今
般
、
７
９
０
番
地
先
の
工

事
は
完
了
し
、
８
８
８
番
地
先
の
工
事
も

始
ま
り
、
一
月
末
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
で
、
大
雨
や
集
中
豪
雨
時
に
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

熊川 888 番地付近の雨水対策工事 

域
の
状
況
や
対
策
を
質
問
し
た
が
、

先
の
東
日
本
大
震
災
後
、
計
画
停
電

に
つ
い
て
の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
と

い
う
声
を
多
く
聞
い
た
。
防
災
行
政

無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
も
難
聴
地

域
の
解
消
は
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
実
態
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。 

ま
し
た
。
福
生
市
は
一
般
質
問
の
中
で
私
が
提
案
し
た
「
難
聴
地
域

調
査
」
の
実
施
に
つ
い
て
、
即
、
検
討
に
入
り
、
早
速
、
そ
の
予
算

措
置
を
含
む
補
正
予
算
が
本
年
早
々
一
月
十
三
日
の
臨
時
議
会
に
提

出
さ
れ
、
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。
私
の
提
案
が
難
聴
地
域
の
解
消

と
、
ひ
い
て
は
福
生
市
の
防
災
対
策
の
拡
充
に
つ
な
が
る
道
筋
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 
 市

長
◆
福
生
市
の
防
災
行
政
無
線
は

平
成
二
十
年
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
、
屋
外
子
局
で
あ
る
放
送
塔
は

全
５
０
箇
所
で
、
そ
の
設
置
率
は

多
摩
地
区
で
は
一
番
多
い
。
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
難
聴
地
域
の
解
消

が
図
れ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
緊

急
一
斉
放
送
で
は
隣
接
の
ス
ピ
ー

カ
ー
同
士
で
エ
コ
ー
を
起
こ
し
聞

き
づ
ら
い
場
合
も
あ
る
。
ス
ピ
ー

カ
ー
の
向
き
、
音
量
調
整
等
の
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
後
の
東
京
電
力
の
計
画
停
電
の

際
に
は
、
防
災
行
政
無
線
が
聞
き

取
り
際
に
は
の 

 
 
 杉

山
◇
難
聴
地
域
の
解
決
策
の
一
つ
と

し
て
、
戸
別
受
信
機
の
設
置
が
有
効

と
考
え
る
が
、
戸
別
受
信
機
を
難
聴

地
域
の
所
帯
へ
貸
与
す
る
考
え
は
な

い
か
。 

市
長
◆
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
市

の
戸
別
受
信
機
貸
与
規
定
に
該
当
す

る
、
市
議
会
議
員
、
行
政
協
力
員
（
町

会
長
な
ど
）
、
消
防
団
幹
部
、
市
内
在

取
り
に
く
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

市
内
各
所
か
ら
あ
っ
た
の
で
、
杉
山

議
員
ご
指
摘
の
難
聴
地
域
周
辺
の
音

量
調
査
や
設
置
場
所
の
可
否
の
確
認

な
ど
の
実
施
を
準
備
中
で
あ
る
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住
の
市
管
理
職
以
上
等
に
貸
与
し
て

い
る
。
今
後
、
福
生
市
内
の
崖
地
「
は

け
」
が
東
京
都
の
「
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
区
域
内
に
住
む
所
帯
へ

の
貸
与
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

杉
山
議
員
ご
指
摘
の
、
市
か
ら
の
緊

急
情
報
の
確
保
が
ど
う
し
て
も
困
難

な
所
帯
に
は
、
戸
別
受
信
機
の
貸
与

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 
 杉

山
◇
総
務
文
教
委
員
会
の
長
岡
市
の

視
察
で
、
市
の
防
災
担
当
者
よ
り
中

越
地
震
時
の
際
、
公
衆
電
話
が
災
害

時
の
通
信
に
威
力
を
発
揮
し
た
と
の

体
験
談
を
聞
い
た
。
災
害
時
の
公
衆

電
話
の
通
話
規
制
は
、
固
定
電
話
に

比
べ
て
比
較
的
緩
や
か
で
、
つ
な
が

り
や
す
い
と
聞
い
て
い
る
。
福
生
市

と
し
て
災
害
時
通
信
を
想
定
し
た
公

衆
電
話
を
ど
う
考
え
る
か
。 

市
長
◆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
福
生
市
内
の
公
衆
電
話

９
１
箇
所
、
主
に
、
駅
、
公
共
施
設
、

コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
際
は
携
帯
電
話
が

つ
な
が
ら
ず
、
公
衆
電
話
に
殺
到
し

た 

た
経
過
を
承
知
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
に
、
今
後
、
駅
等
へ
の
公
衆

電
話
の
増
設
計
画
に
つ
い
て
確
認
し

た
が
、
費
用
対
効
果
の
関
係
も
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

杉
山
◇
福
生
市
内
の
一
時
避
難
所
と
し

て
２
８
箇
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
視
察
し
た
長
岡
市
で
は
災
害
時

の
情
報
収
集
の
た
め
避
難
所
に
電
話

機
、
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
の
端
末
を

設
置
し
、
避
難
所
の
不
安
解
消
に
役

立
っ
た
と
聞
い
た
。
福
生
市
の
避
難

所
で
の
情
報
収
集
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
長
◆
市
内
各
小
中
学
校
は
、
一
時
避

難
場
所
で
あ
り
、
避
難
所
と
し
て
も

指
定
し
て
い
る
。
各
小
中
学
校
の
敷

地
内
周
辺
に
は
防
災
行
政
無
線
の
放

送
塔
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
双
方
向

の
受
信
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
避
難

所
を
開
設
し
た
際
に
は
、
災
害
対
策

本
部
と
の
無
線
の
や
り
取
り
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
各
中
学
校
に
は
災
害

時
用
の
特
設
電
話
も
配
備
し
て
お

り
、
災
害
時
に
は
威
力
を
発
揮
す
る

と
考
え
て
い
る
。
た 

杉
山
◇
福
生
市
も
大
規
模
な
災
害
に
備

え
て
「
広
域
避
難
所
」
の
指
定
を
し

て
い
る
が
、
そ
の
場
所
全
て
が
多
摩

川
の
河
川
敷
沿
い
で
あ
る
。
大
地
震

と
水
害
（
ダ
ム
の
決
壊
等
）
の
同
時

発
生
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
、

現
在
指
定
の
広
域
非
難
所
が
有
効
に

機
能
で
き
る
の
か
、
東
日
本
大
震
災

で
「
想
定
外
」
と
い
う
こ
と
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
経
験
を
し
た
今
、
最
悪

を
想
定
し
た
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
広
域
避
難
所
は
今
の
場

所
で
よ
い
の
か
。 

市
長
◆
大
地
震
と
水
害
が
同
時
発
生
し

た
と
き
の
避
難
場
所
だ
が
、
大
地
震

に
よ
り
小
河
内
ダ
ム
の
決
壊
を
心
配

さ
れ
て
い
る
市
民
も
い
る
。
小
河
内

貯
水
池
管
理
事
務
所
に
よ
れ
ば
、
ダ

ム
の
耐
震
性
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

阪
神
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
震
度
７

ク
ラ
ス
の
地
震
に
対
し
て
も
安
全
で

あ
る
こ
と
を
確
認
、
さ
ら
に
ダ
ム
の

壁
の
厚
さ
は
、
水
を
堰
き
止
め
て
い

る
一
番
下
の
部
分
が
１
３
１
メ
ー
ト

ル
あ
る
た
め
全
面
決
壊
は
考
え
に
く

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

福
生
市
と
し
て
、
多
摩
側
沿
い
広
域

避
難
場
所
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
国
、
東
京
都
の
防
災
計
画
の
見

直
し
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

杉
山
◇
片
倉
跡
地
は
都
有
地
で
も
あ

り
、
現
在
は
建
造
物
も
な
い
。
状
態

避
難
場
所
と
し
て
は
適
当
と
思
う
。

広
域
避
難
場
所
に
指
定
す
る
考
え
は

あ
る
か
。 

市
長
◆
片
倉
跡
地
の
広
域
避
難
場
所
の

指
定
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
地
域
防

災
計
画
を
見
直
す
中
で
東
京
都
と
相

談
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

杉
山
◇
災
害
時
に
は
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
の
媒
体
の
他
に
ど
の
よ
う
な
情
報

発
信
を
考
え
て
い
る
か
。 

市
長
◆
現
在
運
用
中
の
「
福
生
情
報
メ

ー
ル
」
に
多
く
の
市
民
の
登
録
と
利

用
を
促
し
た
い
。
災
害
時
、
臨
時
Ｆ

Ｍ
局
の
開
局
な
ど
に
つ
い
て
も
勉
強

し
て
い
き
た
い
。 


